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脳卒中（くも膜下出血、脳出血、脳梗塞）は、軽症ですむこともありますが、寝た
きりになること、発症してそのまま死亡することもある非常に怖い病気です。これら
は高血圧、糖尿病、脂質異常症など生活習慣病が深く関わっています。生活習慣病は
基本的に無症状で重症になってからでないと症状は出現しません。生活習慣病を指摘
された方、治療を自己中断されている方は、病院を受診してください。
さて、脳卒中は日本人の介護が必要になる原因の第 位です。家族に迷惑をかけたく

ないと思っている方こそなりたくない病気かもしれません。しかしながら脳卒中は高
齢になるにつれて発症する病気でもあり、高齢者の死亡原因の第 位にもなっています。
発症すると麻痺のために動けなくなったり、ご飯が食べられなくなったり、寝たきり
になってしまうこともあります。脳卒中になってから騒ぐより、ならないように予防
することが大切です。高血圧症、糖尿病、脂質異常症、心房細動の治療や禁煙するこ
となどが大切です。
そうはいっても、どんなに予防をがんばったとしても残念ながら脳卒中になってし
まう方はいます。現在、脳卒中に対しては血栓を溶かす新たな治療薬や血栓回収や再
出血予防のための脳血管内治療があります。これらの治療は発症してから治療までの
時間は短ければ短いほど治療結果がよくなっています。また発症してから時間がたち
すぎているとこの治療は受けられません。
脳卒中と思ったら時間が大切です。家族の人が家に戻るまで様子をみてはいけませ
ん。以下の点が当てはまったら急いで病院か救急車に連絡しましょう。

片方の手足・顔半分の麻痺・しびれが起こる
ロレツが回らない・言葉が出ない・他人の言う事が理解できない
力があるのに、立てない、歩けない
経験したことのない激しい頭痛

脳卒中になる人が少しでも減り、脳卒中の後遺症が少しでも軽くすむように願って
います。最期にもう一度 脳卒中は時間が勝負！ です。
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